
フライトシミュレータ入門 MSFS2004 VOL.6

VATSIMにて航空管制を受けつつ、MSFS
でフライトするにはまずVATSIMの会員に登
録しなくてはなりません。登録はhttp://cer
t.vatsim.net/vatsimnet/signup.htmlにア
クセスして登録します。登録手続きが完了す
ると、VATSIM本部からIDとPASS WORD
が送られてくるので、それを大事に保管して
おきます。
登録が終了したら、必要なソフトのダウン
ロードとインストールです。飛行に必要なソ
フトはSB Relay1.2、Squawkbox2.3、dll
ファイルでSB Host dll、FSUIPC dll が必
要になります。

SB Relay1.2 ダウンロードしたら解凍し
て、SB Relay1.2フォルダ内にある .exe を
ダブルクリックするだけで使用できます。

Squawk Box2.3 ダウンロードしたファイ
ルを解凍し、Setup.exeをダブルクリックし
てインストールします。インストール後はプ
ログラムフォルダの中にフォルダを形成しま
すので、その中のSquawk Box2.3.exeとい
うアイコンをダブルクリックするだけで起動
します。

SB Host dll これはモジュールといわれる
ファイルで、FS2004フォルダにあるModule
フォルダに入れて使用します。
これらのソフトやファイルは http://vatsim.
net/links/links31.htｍからダウンロードで
きます。

FSUIPC dll 有料のソフトです。日本では
インタークラフト http://www.inter-craft.
co.jp/で取り扱っています。インストール方

法はFSUIPCの説明書をご覧ください。
以上のソフトやファイルがインストールで
きたら接続を始めます。接続するにあたって
はファイアウォールを解除しないと接続でき
ませんので、ファイアウォールを解除するか、
ネットゲームが可能なファイアウォールの導
入をお勧めします。なお、ファイアウォール
を解除するとハッキングの対象になり易くな
りますので、充分注意してください。

まず、SB Relay1.2
を起動します。うまく
起動できたらMSFSを
起動します。MSFSが
起動したら「メニュー」
から「マルチプレイ」を
選択し、「マルチプレイ
接続」をします。「セッ

ション」の欄に「SB.RelayFS2004Sqwark
Box…」と表示されますから「参加（J）」を
クリックします。
正常に接続されると「＊Serverはセッショ

ンに参加しました…」と表示されます。次に
「メニュー」から「Module」、「Host SB」、

「RUN」をそれぞれ順に選択し、「SB Host」
というウインドウが表示されたら、Squawk
Box2.3を起動します。Squawk Box2.3が
起動すると写真のような画面が表示されます
ので「Click Here Get into the Action…」と
いう部分をクリックすると起動完了です。

Squawk Box 2.3のメニューは画面上で右
クリックすると表示されますので、ここから
「Connection」を選択し必要事項とVATSIM
からもらったID・PASS Wordを入力すれば
OKです。接続に成功するとチャイム音がし
てSquawk Box2.3画面上に青い字が表示さ
れます。

ここまでの手順はかなり複雑なものです。
わからないことがある場合や、うまく出来
ない場合はhttp://www.vatjpn.org/ja/に
設置されている掲示板などで質問すること
をお勧めします。
次回はいよいよ実際にフライトしたレポー
トをご紹介します。お楽しみに！

マルチプレイに挑戦！ その③
「マイクロソフト フライト シミュレータ 2004 翼の創世紀」

さて、マイクロソフトフライトシミュレータ（以下MSFS）の楽しみ方、第6回目
は具体的な「マルチプレイ」の参加方法について解説いたしましょう。今回も、前
回にご紹介したVATSIM http://vatsim.net/を中心にお話を進めていきます。


